
Twitterユーザのパーソナリティ推定に基づく炎上現象の分析 

○小川 祐樹（立命館大学），高 史明（東京大学），鳥海 不二夫（東京大学） 

キーワード：ネット炎上、Twitter、パーソナリティ、機械学習 

 

1. はじめに 

ネット上における炎上とよばれる集合現象は、個人・集

団の意見や行動を過度に助長する危険性もあり大きな社会

問題になりつつある。しかし、これらに関与する人々がど

のようなパーソナリティ特性を持っているのかは、関与者

の特性の測定が困難なことからほとんど検討されてこなか

った。本研究では、ネット調査から得たTwitterユーザのパ

ーソナリティデータをもとに、機械学習によって炎上に関

与する人々のパーソナリティ特性の推定を行う。そして、

関与者の意見がどのような人達によって受容・拡散されて

いくかを明らかにする。 

 

2. 関連研究 

ネット炎上の関与者について、発言する人はインターネ

ットユーザのごく一部であること(山口, 16)、保守系ユーザ

が関与している(鳥海, 17)という知見などが示されている。

特に、保守性のユーザはネット上の差別的な発言を行うこ

とが報告されており(高, 15)、保守性や社会支配志向が強い 

ほど、古典的・現代的レイシズムを強めることが明らかに

なっている。この他、ネット利用量が多いほど攻撃性が高

くなることや(高比良, 06)、ネット上で荒らし行為を行うユ

ーザのサイコパシーが高いことなどが報告されている

(Buckels, 14)。 

差別的な言動や荒らしに関与するこれらの人々に対し、

社会調査などで個人の負のパーソナリティ特性を測定する

ことは、パーソナリティの特性からデータの信頼性の問題

も生じる。このため、炎上現象の関与者がどのようなパー

ソナリティ特性を持っているかを定量的に示すことはほと

んど検討されてこなかった。しかし、近年では情報学的ア

プローチとして、ネット利用者の行動データから機械学習

で態度やパーソナリティを推定する研究が発展してきおり、

ネット利用者の大規模なパーソナリティデータを収集する

ことが可能になってきている(Golbeck, 11, Sumner, 12)。 

本研究では、機械学習によりTwitterユーザのパーソナリ

ティを行動データから推定する分類器を構築し、この分類

器を用いて炎上関与者のパーソナリティ特性を推定するこ

とで、炎上関与者の特性を明らかにするというアプローチ

を取る。その際の仮説として、ネット炎上関与者は「党派

性（保守）が高い（または低い）」「攻撃性が高い」「ダーク

トライアド（サイコパシー）が高い」「社会支配志向」が高

いかという点で分析を行う。 

 

3. 分析方法 

本研究では、機械学習によりパーソナリティを推定する

分類器の構築と、炎上関与者のパーソナリティ推定の２つ

の手順をとる。研究アプローチの全体像を図１に示す。 

 

 

図１：炎上関与者のパーソナリティ推定 

 

3.1. Twitterユーザのパーソナリティ推定 

パーソナリティ指標については、ネット調査を利用して

Twitter 利用者のアカウントと紐付けたデータの取得を行う。

調査は2016年4月19日から4月22日に行い、スクリーニ

ング条件「Twitter を利用している（週 1 回程度の閲覧・投

稿）」「Twitterアカウントの公開設定」「Twitterアカウントの

アプリ連携への許諾」「性別・年齢で均等割付（20歳未満, 20

代, 30代, 40代, 50歳以上）」として調査を行い、1,592人の

データを得た。パーソナリティ指標を得るための質問項目

は、ビッグファイヴ(小塩, 12)、ダークトライド(田村, 15)、

攻撃性(安藤, 99; 高比良, 06)、社会支配志向(Pratto, 94; Ho, 12; 

Jost, 00; Kugler, 10)の質問項目によって測定した。 

Twitter行動データについては、被験者のTwitterアカウン

トから直近のツイート 3,200 件、フォロー関係のデータを

Twitter API を用いて取得した。機械学習にはRandomForest

を用いて行う。形態素解析の辞書にはWikipediaの用語が入

ったNEologd、品詞として名詞・動詞・形容詞、特徴量とし



て tf・idfを用いた。また、4つのモデル（1. フォローのみ、

2. ツイート（1gram）、3. ツイート（2gram）、4. フォロー＋

ツイート（2gram））に対して機械学習の性能をMAEによっ

て評価した（図２）。 

 

 

図２：機械学習の性能 

 

図2の結果より、「フォロー＋2gram」 のモデルの性能が良

く、ビッグファイヴの推定性能は先行研究 (Golbeck, 11)と

ほぼ同程度であった。また、サイコパシー、攻撃性、党派

性（保守）、社会支配志向ともにビッグファイヴと同程度の

性能で推定できることが分かった。 

 

3.2. 炎上関与者のパーソナリティ推定 

本稿では、炎上事例として「伊藤詩織」氏の炎上事例を

取り上げる。これは、伊藤詩織氏が暴行を受けたとしてＴ

ＢＳ元支局長の山口敬之氏を告発する会見を2017年5月29

日に開き、Twitter を中心として複数の議論が起こった事例

である。この事例において、Twitter 上では伊藤氏の支援・

応援・#MeToo の話題や、批判（伊藤氏への批判（疑問視、

やりすぎ）、山口氏への批判）、メディア報道や捜査におい

て政治的圧力があったのではないかという複数の話題で多

くのツイートがなされた事例である。 

炎上の関与者の候補となるユーザとして、2017年5月29

日から 2018年 1月 31日の間において「伊藤詩織」を含む

ツイートをホットリンクのクチコミ係長を用いて取得した。

総ツイート数は、81,807 ツイート（うち、76,333 が RT）、

ユーザ数は 28,961人であった。また、取得したツイートは

複数の話題が混在するため、RT関係を用いたツイートの話

題分類(鳥海, 17)を用いて話題を抽出した。抽出されたトピ

ックを表1に示す。トピックは「手記発売」「海外メディア

報道」「支援・応援」「保守系ニュースまとめサイト」「捜査」

の５つが抽出された。 

 

表１：抽出されたトピック 

 

 

4. 結果 

抽出された各トピックのツイートを RT しているユーザ

群の推定パーソナリティ指標の平均を算出した。表２～表

４は、訓練データユーザ群との差分を示したものである

（「各トピックのツイートを RTしているユーザ群の推定パ

ーソナリティ指標の平均」－「訓練データユーザ群のパー

ソナリティ指標平均」）。 

表２は、ビッグファイブの結果である。この結果から、

関与ユーザ全体（T1~T5ユーザ）において、外向性が高く、

また勤勉性・協調性が低いことが分かる。つまり、関与ユ

ーザはエネルギッシュであるが思いやりがなく衝動的なユ

ーザであるといえる。 

表３は、ダークトライドと攻撃性の結果である。この結

果から、関与ユーザ全体においてダークトライアド（サイ

コパシー）が高く、また攻撃性が高い（特に、自己主張）

が分かる。 

表４は、党派性と社会支配志向の結果である。この結果

から、関与ユーザの中でも、「保守系ニュースまとめサイト」

のツイートのRTをするユーザの保守性が高く、社会支配志

向（集団支配志向主義）は高くないことが分かる。 

 

表２：各トピックのツイートをRTするユーザの 

ビッグファイヴ 

 

 

 

 

 

 



 

表３：各トピックのツイートをRTするユーザの 

ダークトライドと攻撃性 

 

 

表４：各トピックのツイートをRTするユーザの 

党派性と社会支配志向 

 

 

5. 考察 

分析結果より、本論文で調査仮説としていた、炎上関与

者は「保守的イデオロギーが高い（または低い）」「攻撃性

が高い」「ダークトライアド（サイコパシー）が高い」につ

いては整合する結果が得られた。しかし、社会支配志向に

ついては、T4ユーザのみが若干プラスとなる程度にとどま

った。この理由として、今回の炎上事例特有の傾向の可能

性が考えられる。今回の事例では、被害者が会見を開いて

暴行被害を訴えるという事象に対し、平等主義のパーソナ

リティが高い人々が反応した可能性があり、炎上で扱われ

る話題によって変わることが考えられる。今回は一つの事

例に対する分析のみであったが、多数の炎上事例を分析し、

共通するパーソナリティ指標、また話題特有のパーソナリ

ティ指標の可能性について検討していく必要がある。 

 

6. まとめ 

本研究では、機械学習によりTwitterユーザのパーソナリ

ティを行動データから推定するモデルを構築し、炎上関与

者のパーソナリティ特性を明らかにした。その結果、炎上

関与者はダークトライアド（サイコパシー）が高く、攻撃

性が高く、保守ニュースまとめサイトをRTするユーザ群に

おいて保守性が高いことが明らかになった。今後の課題と

して、様々な炎上事例の分析し、一般化や個別事象の特性

について検討していく。 
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